
ファルージャ虐殺支持の小泉を許すな  
 

 １ １ 月 ８ 日 、 米 占 領 軍 は ファルージャ へ の 無 差 別 総 攻 撃 を 開 始し た 。 占 領

軍 は イ ス ラ ム 武 装 勢 力 の 抵 抗 を 口 実 としてイ ラ ク 市 民 へ の 殺 戮 を開 始 し た の

で あ る 。 無 差 別 に ミ サ イ ル が 発 射 さ れ、 す で に 病 院 が 破 壊 さ れ 子ど も た ち に

も 死 傷 者が 出 ている。  

 攻 撃 の 口 実 と し た イ ス ラ ム 武 装 勢 力ザ ル カ ウ ィ 幹 部 が 脱 出 したと 米 司 令 官

が み て い る に も か か わ ら ず 、 米 軍 は 平然 と 虐 殺 を 続 け て い る 。 イラク市 民 に

対 し 占 領 軍 と そ の 傀 儡 政 府 に 従 わ せ る た め に 攻 撃 しているのである 。 わ れ わ

れ は こ の よ う な米占領軍 による 蛮 行を 断 じ て許 すわけにはいかない 。  

 同 時 に わ れ わ れ は 小 泉 の 攻撃支持表明 を 糾 弾 す る 。 国 連 の アナン 事 務 総 長

ま で も が 「 武 力 行 使 が イ ラ ク を 不安定化 す る こ と も あ り う る 」 と懸 念 を 表 明

し て い る 時 に 、 小 泉 首 相 は ９ 日 、 フ ァ ル ー ジ ャ へ の 総 攻 撃 に 「 成功 さ せ な き

ゃ い け な い で す ね 。 治 安 改 善 が イ ラ ク復 興 の か ぎ で す か ら 」 と 支持 を 表 明 し

た 。 全世界 で 唯一 の 支持表明で あ る。  

 小 泉 は イ ラ ク 市 民 を 犠 牲 に し て も 米 占 領 軍 支 配 が 継 続 で き れ ば い い と の 立

場 を 示 し た 。 イ ラ ク 市 民 を 占 領 軍 と 傀儡政府に 完 全 に 従 わ せ て 、早 く イ ラ ク

利 権 を 本格的に獲 得 したいとの 率 直な 願 望 を小 泉 は表 明 したのである。  

 さ ら に 小 泉 は 多 く の 国 が イ ラ ク か ら撤 退 を 決 め て い る 時 に 、 自衛隊イ ラ ク

派 兵 の １ 年 間 延 長 を 決 めようとしている 。 小 泉 は 明 ら か に 自 衛 隊が イ ラ ク 人

を 殺 す こ と 、 自 衛 隊 員 が 殺 されることを 望 ん で い る 。 そ の こ と に よ っ て グ ロ

ー バ ル 資 本 主 義 の 最 も 好 戦 的 勢 力 に ふ さ わ し い 軍 隊 を 日 本 が 持 つ こ と に な る

と 考 えているからである 。  

 こ の 小 泉 の 支 持 表 明 を 撤 回 さ せ 、 自 衛 隊 撤 退 を 勝 ち 取 る こ と が日 本 反 戦 運

動 の 緊 急 の 任 務 で あ る 。 す で に イ ラ ク市 民 は 占 領 軍 の 撤 退 と あ ら ゆ る テ ロ に

反 対 し 民 主 主 義 に 貫 か れ た イ ラ ク 建 設の た め に 立 ち 上 がりつつある 。 イ ラ ク

市 民 レ ジ ス タ ン ス と 連 帯 し て 占 領 軍 の撤 退 を 勝 ち 取 り 、 こ れ 以 上の イ ラ ク 市

民 の 犠牲者 を 出さないようにしなければならない。  

 今 こ そ 第 二 の ス ー パ ー パ ワ ー が 占 領 軍 撤 退 を 目 指 し 闘 う 時 である 。 ブ ッ シ

ュ 、 小 泉 は 米 大 統 領 選 挙 結 果 を 誤 解 している。 ブ ッ シ ュ が 勝 利 した 相 手 は ケ

リ ー で あ っ て 世 界 の 反 戦 運 動 や イ ラ ク市 民 で は な い 。 そ の こ と を思 い 知 ら せ

て や ら ね ば な ら な い 時 で あ る 。 全 世 界の 反 戦 運 動 と イ ラ ク 市 民 レ ジ ス タ ン ス

の 力 で 世界 か らブッシュ 、 小泉 、 ブレアを 追放 しよう 。  
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